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たゆまぬ技術革新が次なる進化につながる。
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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「知床」

北海道北東部に位置する「知床（しれとこ）」は，2005年に海と陸が相互に関係し合
う特異な生態系を生み出していること，ならびに国際的希少種の生息地であることが評

価され，世界自然遺産に登録された．その知床で最大の湖とされる羅臼湖（手前の湖

面）は，約 3000年前に天頂山の噴火により，知西別川が溶岩によって堰き止められて
できた周囲約 6km，水深 4mの堰き止め湖である．標高 740mに位置するが，本州では
2 000m級の環境に匹敵するため，羅臼湖歩道入口から往復 3時間 30分ほどのトレッキ
ングとなるが，登山の装備が必要である．氷河時代の希少な残存種が生育している環境

であるため，いかなるごみも持ち帰るよう心しての入山が必要である．

たゆまぬ技術革新が，この自然を永遠に守ることにつながる．
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たゆまぬ技術革新が次なる進化につながる。

技術者の端くれとして，ジェイテクトエンジ
ニアリングジャーナルはお気に入りの読み物の
一つです．自分の業務に関わることはもちろん，
直接関係ないことでも技術の「今」を知ることが
でき，知的好奇心に応えてくれるからです．一フ
ァンとしては一足先に記事を見ることが出来て
嬉しく思いましたし，校正によって完成度を上げ
ていく原稿を見ることが出来て楽しくもありま
した．
とはいえ，執筆者の御苦労と自分の編集委員と
しての未熟さを感じる日々でした．開発や問題
解決で奔走している合間を縫っての執筆は大変
だったろうと思います．その努力に報いるために
も，もっとレベルの高い査読をすべきであったと
反省することしきりです． （関本）

各社の発行する技術情報誌は，それを読む人に
とって刺激や感動を与えるものです．また，時折
の会社の動きが映し出され，年月を経て読み返す
と懐かしさを感じる場面もあります．技術とい
う面から会社の歴史が残っていくことは，とても
重要なことと思います．他社の技術情報誌にも，
優れた技術や製品が紹介されていると，次号の発

行がとても楽しみになります．こんな素晴らしい
製品を設計したり造ったりするのはどんな人達
だろうと，そこで働く人たちにも興味が湧いてき
ます．本誌が読む人に感動を与えることができれ
ば，嬉しい限りです．
今回，編集に携わり感心したことがあります．
当社関係者の方が，非常に丁寧に添削をして下さ
ることです．縁の下の力持ちの方々に感謝したい
と思います． （竹内）

世の中では急激なグローバリゼーションが進
んでいます．ジェイテクトもこれまでにないス
ピードとボリュームで現地化を展開しています．
我々生産技術に携わる者の使命は基盤となる技
術をしっかり確立して世界中同じ品質で生産で
きるようにすることです．製品開発においては各
地域の特性に合った新商品が期待される中この
使命達成は大変難しいことです．生産技術と設計
が一緒に知恵を絞って，これまで以上に製品機能
とつくりやすさを追及した製品開発が求められ
ています．これからも本誌を通してその成果を紹
介し，我々の技術力を知って頂けるよう努めてい
きたいと思います． （藤田）

編集後記
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